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開催趣旨
2015 年の第 11 回目から 2020 年に開催予定の東京オリンピック・

パラリンピックを契機とした「世界都市東京」の将来像を提案していく。

世界的に都市への人口集中が起こっており、都市の課題を解決するこ

とは社会的インパクト大である。現在だけでなく 2020 年以降未来ま

で目を向ければ、高齢化・人口減少など、かつて人口爆発が起こった

時代の都市開発とは異なる課題が山積している。パラダイムシフトが

起きた社会に対し、都市のあるべき姿を発信し、具体的な変化を起こ

すことを目指す。   2016 年は、競技施設の半数以上が集まる東京湾臨

海部にある海上公園を手掛かりに、東京オリンピック・パラリンピッ

東京湾臨海部6つのエリアを5つに分け、各チームが担当 

サマースタジオHP : http://www.kanto.jila-zouen.org/designws/designws-index.htm

ク大会時そして大会後を踏まえた公園を提案する。 

大会時、臨海部には、世界中から多くの人が訪れることが予想され、

公園は東京を発信する重要な場所となる。また大会後は、安全・安心

に住み続けられる街の実現に寄与するインフラストラクチャーとして

機能する必要がある。 

　かつて、東京ベイエリアは豊富な魚介類に恵まれ、また、水遊びや

釣りなどが楽しめる憩いの場であり、人々の日常生活と深いつながり

のある空間だった。海が果たしてきた役割を改めて見直し、東京の将

来像を議論し提案する。

「海上公園を中心とした水と緑のあり方について 答申（案）」
平成 28年 5月 東京都港湾審議会より引用 

第一、二、三航路周辺
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運河を臨むエリア

観光・MICEエリア

住み憩うエリア

スポーツエリア
なぎさ共存エリア

東京港ゲート
ウェイエリア

運河を臨むエリア

観光・MICEエリア なぎさ共存エリア

東京湾ゲートウェイエリア

スポーツエリア
住み憩うエリア

翠線D
team

憩う帯C
team

Mt.
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team

品川
シナジーA

team
芝浦・品川・大井・平和島

台場・青海・有明南

月島・晴海・豊洲・有明北

辰巳・夢の島・若洲・葛西
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クーベルタンの提唱により、第 1 回オリン
ピックを 1896 年ギリシャ王国アテネで開催
することになった。資金集めに苦労し、会期
も 10 日間と短かったが、バルカン半島の小
国の一つという国際的地位をいっそう向上さ
せたいというギリシャ王国の協力もあり大成
功に終わった。しかし、1900年のパリ大会、
1904 年のセントルイス大会は同時期に開催
された万国博覧会の附属大会に成り下がって
しまい、賞金つきの競技（1900 年）、キセ
ルマラソンの発覚（1904年）など大会運営

近代のオリンピック＝政治に翻弄されたオリンピックの歴史とこれから

海上公園

現代のオリンピック＝商業主義化した

オリンピック・パラリンピックの根幹には、“オリン
ピズム”という理念が存在する。これは近代オリンピックの
創始者ピエール・ド・クーベルタン男爵が提唱したオリンピッ
クのあるべき姿である。クーベルタンが考えるオリンピズム
とは、「スポーツを通じて心身を向上させ、さらには文化・国
籍など様々な差異を超え、友情、連帯感、フェアプレーの精
神をもって理解し合うことで、平和でよりよい世界の実現に
貢献する」ことである。世界平和に貢献することを目指した。

かつての東京の海は豊富な海洋資源に恵まれ、住民
の一大食糧供給源であるとともに、釣 りや水遊びなどが行わ
れるなど住民のレクリエーション、交流の場として、住 民に
身近で重要な存在であった。しかし、高度経済成長期から大
規模な埋め立 てが行われ、造成された臨海地域に多くの工場
が建設された。住民は、経済成 長と反比例するかのように、
身近な海と触れ合う場、機会を失っていった。か つて海との
共生で享受していたであろう「心の豊かさ」を失ったひずみは、 
少しずつ蓄積され、現代に自然保護運動などとして顕在化し
たことは、ある意 味当然であるように思う。東京都は、これ
までの経緯と反省を踏まえ、東京湾 を東京の「海」としての
存在意義を改めて見つめ、都民が憩える場として利用 できる
公園を埋め立て地に整備した。これが「海上公園」である。

クーベルタン
Pierre de Coubertin 1863 ～ 1937

フランスの教育学者，国際オリンピック委員会 (IOC) の創立者。
男爵家の三男としてパリで生まれ，1884 年イギリスのパブリ
ック･スクールを視察し，宗教とスポーツを重視する教育方針に
強い感銘を受ける。スポーツの教育的価値を強く認識し，祖国
の再建を青少年へのスポーツの普及により果たそうと考えた。

東京湾臨海部の変遷

３つの海上公園

海上公園を活かしたレガシーとは

■ふ頭公園

■緑道公園

■海浜公園
水域における自然環境の保全および回復を図るとともに、水に
親しむ場所として都民の利用に供することを目的とした公園

臨海地域における自然環境の回復を図るとともに、緑に親し
む場所として都民の利用に供し、あわせて海上公園の一体的
な利用を促進することを目的とした公園

ふ頭内の環境の整備を図るとともに、みなとの景観に親しむ
場所として都民の利用に供することを目的とした公園

東京港は、水深が２～４ｍと遠浅の海の
ため小型の船しか利用できない港でした。
このため、古く から遠浅の海を利用して
埋立が行われてきました。  東京港では海
を浚渫し、水路を掘削することによって
発生した大量の浚渫土砂を利用し て広大

東京都はこれまでの経緯と反省を踏まえ、東京湾 を東京の「海」とし
ての存在意義を改めて見つめ、都民が憩える場として利用 できる公園
を埋め立て地に整備した。これが「海上公園」である。

1947 1967 1985 現在

オリンピック
パラリンピックパーク

な埋立地を造成しました。これらの貴重
な埋立地は、ふ頭施設などの物流サービ
ス用地ばかりでなく、交通施設用地、都
市再 開発・都市施設用地、住宅・公園等
の自然の回復・新しい街づくり用地など
として活用されています。  

にも不手際が目立った。1908 年のロンドン
大会、1912 年のストックホルム大会から本
来のオリンピック大会としての体制が整いだ
した。
1908 年のロンドン大会ではマラソンの走行
距離は 42.195km であったがこれが 1924
年パリ大会以降固定され採用されている。こ
の時期には古代オリンピックに倣いスポーツ
部門と芸術部門のふたつ競技会が開催されて
おり、クーベルタンも 1900 年パリ大会で芸
術部門で金メダルを獲得している。　

1984 年のロサンゼルス大会は画期的な大
会で、大会組織委員長に就任したピーター・
ユベロスの指揮のもとオリンピックを
ショービジネス化し、結果として 2 億
1500万ドルの黒字を計上した。スポンサー
を「一業種一社」に絞ることにより、スポ
ンサー料を吊り上げ聖火リレー走者からも
参加費を徴収することなどにより黒字化を

達成したのである。その後「オリンピック
は儲かる」との認識が広まり立候補都市が
激増し、各国のオリンピック委員会とスポー
ツ業界の競技レベル・政治力・経済力など
が問われる総力戦の様相を呈する様になり、
誘致運動だけですら途方もない金銭が投入
される様になってゆく。また、開催国は競
技場の整備等

東京オリンピックでは、都市と海の新たな共
生のスタイルを、これまで失わ れたものを取
り戻しつつ、新しいものを埋め込んだ“新東京”
を世界に発信す る絶好の機会である。「新しい
もの」は、当然、オリンピック後も良い影響
を与 えるレガシーであり続けることはもちろ

ん、今後のライフスタイルが多様化す る中で
も、都民のニーズや周辺の土地利用の変化に
対応していくこと考慮する 必要がある。私た
ちは、5 チームに分かれて夏から“これから
の東京の海との 付き合い方”を検討してきた。
その結果を、チームごとに以下に提案する。

オリンピズム

海上公園

オリンピズム

海上公園

1
1

2

2

提案するオリンピック・パラリンピックパークとは何か
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気温
レイヤー

立体のランドスケープ

夏の競技

夜のActivity

競技者、観客者、視聴者

コミュニティの分断

生物学、移行帯

欧米のパーク：広場

憩う帯

分かち合い

水上の文化、歴史

新しい水上公園

Legacy を伝承していく

場所性

時間軸

象徴、メッセージ

180mの山

日本のパーク：道　隙間
360°夜景

機能の転換

運河

水と地の反転

2020年東京五輪

2016summer studio

臨海部の魅力を段階的に高めていく

Timescale Image

変化していく臨海部
2020 年の東京五輪の開催に合わせて一斉にインフラ
が整備される。そこに提案するパークが併設、もしく
はその思想が競技施設に反映される事で、開催後オリ
ンピズムの思想を発信し、浸透していく。

導き出されたキーワードと各チームのコンセプト （仮）

7/10 応募

7/16 #1ミーティング

7/31 #2 ミーティング

8/13 #3 ミーティング

8/27 中間成果発表

9/17 成果発表

11/27 最終成果発表

１0/2 @Hands Expo プレゼン

話題提供：「オリンピック・パラリンピックパークとは何か」ー和田浩

「東京オリンピック・パラリンピックと観光」ー田中伸彦

リサーチフェーズのプレゼン /チーム分け＝デザインフェーズへ向けて

チームを再編成

シニアチューター +チューターによるクリティーク

→方向性の確定

500字程度のレポート提出

a. テーマに沿ったオリンピック・パラリンピックパークのアイデアと問題意識

b. 学生デザインワークショップへの参加動機

各チームプレゼン /シニアチューター +チューター・クリティーク

総括 /学生参加者へアンケート /打ち上げ

→コンセプトの確定

銀座東急ハンズ＠Hanz Expo にて各チームプレゼン /ゲストクリティーク

NIGHT ACTIVITY PARKB
team 夜のアクティビティを

品川シナジーA
team まち全体でオリンピックムーブメントを表現する

憩う帯C
team 社会的・空間的に境界をなくす

Mt.HeiseiE
team 日本、そして世界の平和を祈る象徴として山を築く

翠線D
team 水上を地域コミュニティの手段とする

 SCHEDULE

初回顔合わせ /@東京農業大学

話題提供：「2020年オリンピック・パラリンピックと海上公園」ー林瑞恵

 「TOKYO GREEN 2020 の活動について」ー町田誠 

 / リサーチフェーズチーム分け /グループワーク /懇親会

関東支部大会発表　会場：東京情報

パネル展示 /成果物発表
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Planning area

2km
N
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臨海部を
かたちづくる
5つの提案
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summer studio
で得たこと

落合みずほ
Mizuho Ochiai

東京理科大学大学院
建築学専攻 M1

「多角的な物の見方と都市スケール
の設計の楽しさ」

「様々な学生や大人たちからの刺激」

堤裕哉
Yuya Tsutsumi

東京農業大学
造園科学科 B3

+
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まち全体でオリンピックムーブ
メントを表現するオリパラパーク

オリンピックムーブメントを柱にまち全体を公園化 敷地を繋ぐ空中庭園 オリンピックムーブメントで創る13の提案

品川の土地・歴史

品川
シナジーA

team 「ワークショップの大変さと面白さ」 「みんなで意見を出し合ってものを
  創ることの大変さ」

「個々のアイデアを出し合い形に
  していく力」

「未来の社会をつくる学生たちの
  熱い心」

「様々な領域の専門の学生たちと
  デザインを考えていく楽しさ」

斎藤香澄
Kasumi Saito

日本大学
植物資源科学科 B3

中村葵
Aoi Nakamura

日本大学
植物資源科学科 B3

大林らら
Rara Obayashi

明治大学
地域行政学科 B2

向山雅之
Masayuki Mukoyama

株式会社
竹中工務店

吉田葵
Aoi Yoshida

フリー

品川地区は下町や物流、運河など様々な要素がまちなかに点在している
が、その要素が活かされておらず、知名度も低い。これらの「人・自然・公園・
歴史・施設」というポテンシャルをオリンピックムーブメントである「文
化・スポーツ・環境」の 3 本柱を軸に、まち全体が公園のように楽しめ
る場所になるように提案する。品川地区全域をオリンピック・パラリン
ピックパークと見立て、世界に発信する。
ダイアグラムとして、敷地内にある「文化・スポーツ・環境」の要素に
ついて、それぞれレイヤーを作成し、各々のレイヤーで不足している個所、
改善すべき個所を提案し、補強行う。

提案の中心となるのは大井埠頭中央海浜公園に隣接する貨物ターミナル
の上空に設計する庭園である。今まで人が来なかった野鳥の森公園や城
南島海浜公園へのアクセスの向上を図る。また、この地域の良さの１つ
である景観の良さを表現し、物流エリアや公園、その奥に広がる東京湾
などを見渡すことができる。庭園に繋がる橋はオリンピックの象徴とも
なる 5 つのアーチからなっており、大井埠頭中央海浜公園と共にこのエ
リアのシンボルとなる。

オリンピックムーブメントである「文化・スポーツ・環境」に沿った 13
個の提案を行う。文化面では品川地区の歴史や文化を継承すること、環
境面では既存の自然を活かしたオアシスを造ること、スポーツ面ではス
ポーツで人を惹きつけることをそれぞれのマスタープランとして提案し、
品川地区全域の発展に繋げる。

これらの提案を組み合わせするこ
とによって外国人や親子、老人な
ど様々な人がこのエリアで思い思
いに過ごせるようになる。オリン
ピックによって多くの観光客がこ
のエリアを訪れ、観光の拠点とも
なることが予想されるが既存のポ
テンシャルを活かすことによって
品川地区の素晴らしさを世界に広
めていけるだろう。

西部エリアは旧東海道や商店街など歴史や文化を根強く感じるエリアである
が、東部は首都高や物流施設が並び、東西で全く異なるエリアとなっている。

東京湾沿岸は 1964 年の東京オリンピックと高度経済成長期の大規模な
工事によって埋め立てが行われた。これによりエリアごとに異なる分野
が集積し、敷地の繋がりがなくなってしまった。

スポーツ軸の提案環境軸の提案文化軸の提案

品川
東京タワー

お台場

海の森

東京湾

羽田空港

川崎

大森

既存のポテンシャル 改善点や補強を施す提案

東京オリンピック以前 高度経済成長期まで 高度経済成長期以降

平和島の商店街 大井埠頭の物流施設東京湾に繋がる運河

休日のOLの過ごし方

空中庭園からの景観軸 かつら祭り サイクリングロード シティサップ

文化 スポーツ 環境
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お台場／2020東京オリパラの現状

提案  2020 年東京オリパラ開催時 オリパラ終了後の未来のお台場 Night Activity Park in ODAIBAオリンピックムーブメントを柱に
まち全体を公園化

NIGHT
ACTIVITY
PARKB

team

オリパラが終わった後も、3 本の柱は残り、お台場の広大な土地を使っ
て様々な活動が起きる場所になっていく。
東京のどの街とも無い広大な広い場所を使って、仕事終わり、学校終わ
りなど、それぞれの空いた時間をいっぱいに使いこの地で活動を進めて
いく。Night Activity Park で生ま
れ変わったプロムナード上では、
人の様々な活動によって景色が変
わり、何回訪れても毎回違うお台
場の顔が見れ、訪れるごとに新し
い文化と触れ合える場所になる。

Activity（活動）に条件は無い。体を動かし
たり、創作活動や読書の世界に没頭したり、
はたまた趣味を極めて自分の世界に入り込
むのも良し。自分の好きな事、やってみた
かったことをしにいったり、誰かが何かを
している姿にインスピレーションを貰いに
行ったりするのもいい。様々な想い・目的
を持った人々がこの場所に集まることで、
夜のお台場は賑わいを更に増して行く。

summer studio
で得たこと

夜になると広大なスケールの港湾施設がライトアップされることと、海
を挟んで見れる 360 の夜景が合わさった景色は他では味わえないものだ
と感じた。また、2020 年東京オリンピックが開催される期間は、過去
の気温・湿度のデータからスポーツを行うには、とても過酷な条件下に
なると予想される。そこで、日中に
比べて比較的過ごしやすく、お台場
の魅力が前面に出る夜に注目し、選
手・来訪者・観光客を猛暑から守り、
お台場の魅力をオリパラ観戦者に伝
えていく仕組みを提案する。

オリパラ時、一定の種目を夜間に
移す、夜の観光スポットを作るな
ど、夜のアクティビティを増やす
ことで選手・観光客・観戦客の身
を守ると共に、お台場、そして東
京の夜の魅力を伝えていく。オリ
ンピックでより人々が夜のお台場
を楽しんで貰えるように「競技」「観光」「発信」の3本の軸の柱を立て、「競
技者」「観戦者」「視聴者」を絡めてアクティビティを生み出す。
西エリアでは観光ゾーン、東エリアでは休息ゾーンに分け、競技終了後に
お台場を深夜までいっぱいに使って観光出来る仕組みを作る。

- 1 3 - - 1 4 -

笠原健瑚

日本大学
植物資源科学科 B3

「色彩の重要性、字体の活かし方の
  おもしろさ」

「卒業研究のテーマ」 「デザインや物事のストーリー性の考え」 「協働して問題を解決する力」 「デザインの構成力」 「提案の組み立て方」 「水上バスの良さ」 「臨海部の可能性と難しさ」

川崎萌

日本大学
植物資源科学科 B3

中島一慶

日本大学
植物資源科学科　B3

奥山英実

千葉大学園芸学部
緑地環境学科 B2

矢野香澄

多摩美術大学
環境デザイン学科 B3

神沢学

東京農業大学地域環境科学部
造園科学科 B2

高沖哉

ヒュマス

大木一

オットー・デザイン

tutor tutor
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（株）日建設計

岩瀬晃
Ko Iwase

東京農業大学造
園科学科 B3

「繋がり」 「ランドスケープ的な捉え方」 「分野横断的な考え方」 「考えを視覚的にまとめ表現する力」 「葛藤の分だけいい経験になったと
  思います」

「人によって違う『ランドスケープ』の
  意味するところとその奥深さ」

高橋沙希
Saki Takahashi

日本大学
植物資源学科 B3

小松勁太
Keita Komatsu

多摩美術大学環境
デザイン学科 B3

羽賀拓人
Takuto Haga

中央大学
都市環境学科 B4

杉田真子
Mako Sugita

日本大学
植物資源学科 B3

杉山茂樹
Shigeki　Sugiyama

（株）日建設計

竹山奈美
Nami  Takeyama

憩う帯C
team

社会的・空間的に境界をなくすオリンピックパーク

憩う帯

移行帯

Eco tone zone

下町の魅力

佃島の駄菓子屋

月島にある下町の面影が残る駄菓子屋の前の
道は公道が広く車通りが少なく、近くに住む
住民の生活道として使われている。

生物学における移行帯を参考
に都市においても道と店の中
間領域を同じように置き換え
て考え、この領域をパブリッ
クスペースとして「憩う帯」
を提案する。

Street Network

欧米型パーク

○○の前の道

月島に残る下町の空間（店舗前、辻、住吉神社の境内）の移行帯と海に
面する移行帯を憩う帯として変化させる。
店舗前や神社の境内の道は残し、マンションにある緑地を道として計画
する。
海に面する防波堤は海へと道を計画することで憩う帯が生まれる。そし
て陸と海がひとつなぎの憩う帯となる。

日本型パーク  （提案）

道端、店舗前、井戸端、辻、神
社の境内、空き家など「憩うこ
と以外に目的がある場所の前や
周辺憩うこと以外に」にあるパ
ブリックスペース。

都市公園など「空間」憩うエリア
がパブリックスペース。

生物学におけて、陸地と水域、
森林と草原など、異なる環境
が連続的に推移して接してい
る場所。一般的に、生物の多
様性が高いことでも知られる。

summer studio
で得たこと

「憩う帯」と「目的」が交わる領域がオリンピックパー
クである。このオリンピックパークは社会的・空間
的に境界をなくす。

Public space
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「チーム一丸となって最後まで
やり通す経験」
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内田敬基 
Keiki Utida

日本大学生物資源科学部
植物資源学科 B3

「物事の優先順位性に則る事」 「メージを可視化するスキル」 「様々な視点の意見を聞く機会」 「コミュニケーション力」 「他分野間でのコミュニケーション
  のおもしろさ」

「言葉や絵の表現・伝える力と難しさ」 「仕事してる中で社会活動に携わる
必要性の再認識とスケジューリング
（これは課題あり）」

「次世代の考えと視点に触れ
  られたこと」

大山純平
Junpei Oyama

日本大学生物資源科学部
植物資源学科 B3

齋藤奈那
Nana Saito

日本大学 生物資源科学部
植物資源学科 B3

新妻敬弥
Keiya Niizuma

東海大学観光学部
観光学科 B２

藤井綾乃
Ayano Hujii

明治大学政治経済学部
政治学科 B3

横山俊輔
Shunsuke Yokoyama

東京農業大学地域環境科学部
造園科学科 B3

井野貴文
Takahumi Ino

 グラック

小澤亮太
Ryota Ozawa

フィールドフォー
デザインオフィス

翠線

水上公園現在

提案

水域を水上公園へ

地域の分断化

利用されなくなった新木場貯木場

地域を閑散とさせる工場・倉庫

現状オリンピズムは、" オリパラ
大会のためだけ " に、" 知識 " と
して、" 学ぶ " ものと感じてしま
う。しかしそうではなく、私たち
がもっと日常で大切にすべき広が
りをもった理念なのではないかと
考える。

年輪のように運河を残しながら埋め立てが進められてきたこの地域で
は、かつて水上は身近なものであり、人々の移動手段の一つとして利用
されていた。また時代は進み、材木業が木場から新木場へ移されたこと
で、運河は材木を運んだり貯めておく貯木場としても利用されるように
なった。 しかし近年では、水上利用の衰退が進んでいった。

運河や貯木場などその水域部分全
体に、今ある海上公園 ( 海浜・緑
道・埠頭 ) に加え、第四の公園と
して「水上公園」を設ける。「水
上公園」を設けることで、水上の
利用を取り戻し、公園同士に、よ
り強い繋がり”翠線”を生む。

陸＋水上の繋がり＝”翠線” 

日常で私たちが意識していくべき人と人の交流を生み、そんな日常が日
本に広がっていく起点としてオリパラパークがレガシーを生んでいく場
として残り続いていく。

オリンピズム

オリンピズム

木場の文化・木材と日本の文
化・花見や屋形船を掛け合わ
せた風景

各エリアを水上が繋いでいる

背景を踏まえ、かつてあった " 水上 "
での運搬・移動の文化を現代に組み
込ませ、水上の文化を今に取り戻し、
新たな風景を発信する。

水上スポーツや水上ライブとし
て利用し、アクティブな場へ

カヌーや SUP を利用した水
上の通勤・移動陸同士の繋がりに水

上の繋がりを加え
２つの繋がりが結びつき全
体に ”翠線 ”という繋がり
を生む

オリンピック・パラリンピックでしかオリン
ピズムを伝えられてない他の媒体取り込みオ
リンピズムを日常的なものへ

summer studio
で得たこと

新たな水上の風景

材木業は廃れていき、運河が利用される機
会は減っていった。その名残りから工場や
倉庫が多く閑散としている。このような現
状から使いにくい地域として認識されてお
り、活気のない風景が広がっている。

水上の利用の衰退 水上の線を加える 水上が新たな活動の場へ

オリンピズムを日常へ

オリンピズムを受け継いでいく

翠線D
team

”水上”を地域コミュニティの
手段の一つとする空間を提案

A
 te
am

概
要

B 
te
am

C
 te
am

D
 te
am

E 
te
am

参
加
者

A
 te
am

概
要

B 
te
am

C
 te
am

D
 te
am

E 
te
am

参
加
者

SUMMER STUDIO 2016SUMMER STUDIO 2016 15 16



川原嬉生佐藤雄斗 鈴木理央 三島らすな 三玉りさ

チューター 岸孝 小林祐太

ゴミ
観光資源

海への見通し
レベルの低下

人間と海の
距離が広がる

海辺の景観・資源
生物多様性

海面上昇

使い道がない

埋立材料

緑

メタンガス

東京ベイの
面積減少

公園

処分場がない

東京湾の発展に
かげり 夜景

外側 (海 ) から
の視点場

日本一の港

コンテナ

ガントリー
クレーン東京ベイ

陸と海の分断

埋立面積の限界

５
０
０
０
m

rio
オリンピック
パラリンピック
park 東京ドーム

東京ベイをどう捉えたか

Olympic Paralympic park

Same scale  

60years time scale

A

2020 20701964

中央防波堤地区

東京五輪の開催

夢の島

2080

ゴミ、陸と海の分断、埋め立て面積の限界、海への見通しレベルの低下などを
始めとする問題を見つけた。しかし同時にこの空間にポテンシャルを感じた。

）年7391 - 年3681：仏（ ンタルベークるあで者設創のCOI
はオリンピックのあるべき姿（オリンピズム）をスポーツ・
文化・環境に配慮し世界平和に貢献すると定義した。近年
オリンピックは莫大の予算が必要なため先進国のみの開
催、商業主義に走っている。本来のオリンピズムの思想を
体現するパークを提案する。

６０年という時間軸を見出した。
１、埋め立て地の機能が転換していく。
２、緑が醸成され森が出来る。
３、オリンピック•パラリンピックが開催される。
東京湾の似たような埋め立て地の事例として夢の島がある。
１９６４年に埋め立てが完了し、それから約６０年経った現
在、ゴミの島には豊かな森ができ、　観光地として生まれ変
わった。１９６４年の第一回東京オリンピック•パラリンピッ
クから約６０年が経つ２０２０年に第二回目のオリンピック
が東京で開催されようとしている。2080 年に中央防波堤地
区にオリンピックを誘致する。

埋立完了

Location

中央防波堤の象徴性
１、ゴミの最終処分場。東京都島が排出したゴミを埋め立てることでできた
人口の島
２、南北に 5000m、東西に 3000mという広大な土地でる。
３、洋上に浮かんでおり、都心が一望でき、眺望性に優れている。また都心
部から目立つ存在である。

sports

peace

culuture environment

 Olympism

We found a problem including garbage the analysis of the land a nd the sea, 
the limit of the landfill area and the drop of the level of the sea. However, we 
felt potential in this space at the same time. 

Coubertin(1963~1937) who is founder of the international Olympi cs defined the figure(Olympism) which 
contributed to world peace in consideration for sports, culture  and environment. Lately the Olympic has 
been holding only by developed countries and has been becoming commercialism because the Olympics 
need enormous budgets. We propose an embodying park thought of the original Olympism. 

1, Final disposal place of garbage. Reclaimed island was made by 
filling up garbage of Tokyo  
2,The island is very large land of 5000m in the north and south , 
and 3000m in the east and west  
3,The island on the sea can overlook the Tokyo and has a superi or 
view. And it is noticeable from Tokyo.

We found out the time base of 60years 1, Function of landfill wi ll convert 2, Green will be bred and forest will be made   3, t he Olympics and the Paralympics are held. There is 
Yumenosima which is a similar example of Tokyo Bay Yumenosima h ad finished reclaiming in 1964 and after 60 years the place had forest and became a sightseeing spot. In 
2020 the second Olympics will be held in Tokyo when about 60 ye ars pass by the first Tokyo Olympics in 1964. So we invite the O lympics to central breakwater area in 2080 

Mt.Heisei
Olympic paralympic park

埋め立て計画

Musashino Mausoleum

Im
perial palance

300010005001000 1/12000

2020 2050    2080    2110 2140

  Master-plan 

変遷していく中央防波堤地区

A

A’

干潟

調整池

平和の植物園
2080 0lmpic paralympic park

Mt,Heisei

sports

peace

culuture environment

 Olympism

オリンピックの三要素から平和のメッセージを発信

Mt.
HeiseiE

team

武蔵野陵
皇居

船
舶
航
路

限界
深度

180m

80m

平和の記念植樹

汚染水の浄化

Mt.Heisei

４つのデザイン

Mt.heisei

オリンピックの平和と天皇の平和　

オリンピズムの「平和」の理念と、天皇の平和の理念を掛け
合わせることで平和のメッセージの発信力を強化する。平和
を願い公務に務めた象徴である平成天皇を奉る空間を創出す
る。中央防波堤地区は皇居に向かってまっすぐ位置している。
そこで皇居に向かって軸線を一本取る。さらに崩御後、お眠
りになられる武蔵野御陵にもう一つの軸線を取ることで天皇
を奉るのにふさわしい空間になると考えた

Musashino Mausoleu
m

Im
perial Palace

中央防波堤のゴミの埋立の期限は 2070 年である。ゴミの山を築くことで、
埋め立て地の機能を延命する　

ゴミの山である「平成山」の高さが１８０mである理由
１、安定勾配：ゴミの山で築かれることを考慮し、安全に盛れる勾配は１：３とした。
２、山を築く最大の目的は、ゴミの埋め立て処分場としての機能の延命である。そこで安定勾配を考慮し、
最大に盛った。また１８０mは武蔵御陵の標高と一致している。

中央防波堤地区の西側には、羽田空港が位置している。上空
は飛行機の航路になっており、着陸の安全を考慮し高さ制限
が設けられている。　

埋め立て地の拡張は物理
的に行うことができない。

現在、中央防波堤
地区上空を飛行機
が通過することで
高さ制限が適応さ
れている。

都心部から着陸するルート
に変更することで、高さ制
限の対象外。また離発着の
増便が可能（国交省案）

埋め立て地の周囲は強
固な護岸で囲まれてい
る。現在、高さ３０m
の埋め立てに対応でき
る護岸が整備されい
る。点線は未整備

今後整備される護岸は 180m
のゴミの山を築いても決壊し
ない護岸を整備する。

航空法の高さ制限の解決

180mの土圧に耐えられる護岸

見る見られる景観

中央防波堤地区は眺望に優れている。標高 180mから都心を一望することが
できる。
また、同時に都心から見られる場所でもある。洋上に浮かぶ「ゴミの山」の存
在は都心からよく見える。

私たちは普段生活している時、平和や環境問題（ゴミ問題）等、考える機会が少ない。
普段、生活している都心を　洋上から見る事＝物理的な視点の転換を通じて東京
の都市、これからの未来について考えるきっかけになる。　　

現状の制約

2080 
Olympic paralympic park  

A time limit of landfill of garbage of central breakwater area i s in 
2070. Function of landfill will extend by building mountain of g arbage. 

1, Compensation slope: We decided the slope that was built safe ly is 1:3 into consideration for 
building by garbage. 2, The biggest purpose of building mountai n is to extend a function of landfill 
of garbage. Then we built in maximum in consideration of compen sation slope. In addition 180m is 
even with the altitude of Musashino Goryou. 

There is Haneda airport in West direction of central 
breakwater area. Sky of the central breakwater area has 
the airplane route and limit of height in consideration for 
safety landing.

The landfill area can 
not expand physically

Currently, the central 
breakwater area is 
adapting the limit of 
height by passing an 
airplane through the 
sky of central 
breakwater area 

The limit of height will 
not be related by 
changing to the landing 
route that airplanes 
come from the sky of 
Tokyo.  In addition it is 
possible to increase a 
number of the taking 
off and landing (an idea 
of Ministry of Land )

The landfill is being 
surrounded by the hard 
revetment. Now the 
revetment which is able to 
correspond to landfill of 
30m in height is being 
maintained. The dotted line 
are still not being 
maintained 

We will maintain a 
revetment which will not 
be broken even if a 
mountain of garbage of 
180m is built 

The philosophy piece  of olympism and Japanese emperor 
have ability to send out a message of piece. The space is for 
our emperor who serve official duties for piece around the 
world. The central breakwater area is located straight to 
Imperial Palace. We make two lines from Mt.Heisei, one is 
toward it and the other is toward the Musashino Mausoleum 
that Heisei emperor will rest.

Almost people have few opportunities to think about piece, 
environmental problems and so on in daily life. We can see a vi ew of 
Tokyo leads to help us consider consumer society and our future .

The central breakwater area especially Mt.Heisei that is 180 me ters 
above sea level commands a panoramatic view of Tokyo. But it is  also 
seen from opposite as a garbage mountain on the ocean.

purification of pollution water 

botanical garden for piece 

平和の植物園

phytoremediation 2080 Olympic paralympic park  

汚染水の浄化

中央防波堤地区では、焼却し灰になった廃棄物
を 3m盛った後、建設残土を 50cm盛るサンド
ウィッチ構造になっている。
処分場に雨が降ると、ゴミの堆積地層を通って
汚染水が発生する。

汚染水はゴミの堆積地層を通過し、一時池にたまる。

池に溜まった汚染水をポンプの力で調整池に集
める。調整池に集められたのち、水再生センター
に送られ海に放出する事ができる。 pump up

30m

調整池

植物の根が吸い上げる力を利用し、汚染水の濃度を低
下させる事で、水再生センターの機能の一部担う事が
できる。
植物中に溜まった汚染物質は、植物を回収し焼却、遠
心分離する。発生した灰は再散布する。

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック時に参加国からそれぞれ自国の植物を持参
してもらう。植物園を作り、各国の樹木が共生している様子が平和のメッセージを発する。
また、東京湾の移り変わる環境下で植物がどのように適応していくか実験フィールドになる。
地球温暖化に伴い変動する順応できる植生を模索する。生態系に著しい影響を与える植物は
野外に展示せず、温室で管理する。

オリンピック時、スタジアムの建設とその後の利用が問題視される。中央防波堤のスケールメ
リットを生かし、普段はファイトレメディエーションの刈り取った草の乾燥、一時保管エリア
を、仮設の観客席を設置する事でスタジアムとして利用する。

Sustainable　stadium

パーク内には様々な道を通し、オリンピズムに触れる事ができる。例えば、（２０２０年より追
加される）ボルダリングの施設を設置し、パーク内を巡りながら体験する事ができる。
また、中央防波堤地区がゴミの埋め立てによってできた土地である事を知ってもらうため、ボル
ダリングのデザインをゴミの積層をイメージさせるものにする

都市を拡張すると同時に干潟を失ってきた。
そこで、人口的に干潟をつくる事で、ここが東京湾にとっての生物多様性の起点になる。

干潟

干満どちらでも対応で
きる桟橋

A’

purification of pollution water 

In the central breakwater area, it is structure 
in layers of 3 meters the garbage ashes and 
50 centimeters disused building soil. When it 
is rainy there, pollution water break out by 
soaking through that garbage layers. 

After the rain, there are some reservoires.

And there is a pond to adjust from some 
reservoir by a pump. After that, it is sent to 
the restored water center to clean. Finally, 
we can release it to the ocean. It cost 25 
billion yen a year for pollution water. 

The power to absorb water including toxic 
substance take the place of the restored water 
center. Pollutant in the plant is collected,burned  
up and centrifuged. Generated ashes are sprinkled 
to the central breakwater area. 

The cut plants of phytoremediation are placed at opened space t emporary. We make 
good use of resources and set up temporary seats in 2080 olympi cs and paralympics.

You can feel Olympics to walk roads in the park. For example, t o experience bouldering , it 
is new sports in 2020. The design image is real garbage layers.  Therefore, people can 
understand to be there landfill. 

We missed a tideland by extending the development. So the tidel and comes to be 
the important point of biodiversity in Tokyo bay. 

＋absorb

harvest

burn

＋

降った雨が浸透していき、汚染水となり、
それが川になる。川の両脇にはファイト
レメディエーションの植物があり、浄化
されながら流れていく。

ポンプアップで調整池に汚染水を集約するの
はコストがかかる。山の傾斜、また地面に傾
斜をつけ、汚染水が自然と流れるよう川を設
計する。その川の終着地は調整池である。

After the rain, polluted water become 
a stream. The plant of 
phytoremediation put the river on 
both sides. The water gradually would 
be cleaned.  

It cost a lot to get polluted water to a 
pond by pumping up. So we will design 
inclinations on the ground to make a 
river. It makes polluted water flow to a 
pond automatically.

When it hold the Tokyo Olympic and Paralympic in 2020, the coun try will bring plants 
indigenous to each them. It means the message piece  to make the botanical garden 
that have plants from countries around the world. And it also h as roles as 
experimental field to adapt changing  emvironment in Tokyo. We w ish to discover the 
potential of plants

botanical garden for piece 

武蔵野陵
皇居2070

中央防波堤地区

東京五輪の開催

夢の島

208020201964

concept

対象地の象徴性

６０年という時間軸を見出した。

60years time scale

オリンピックの平和と天皇の平和　

design concept

平和の記念植樹

汚染水の浄化

Mt.Heisei

2080 
Olympic paralympic park  

オリパラパークの名に相応しいランドスケープデザインとは何か、オリン
ピックの三要素から、平和のメッセージを発する事が最重要だと考えた。

東京湾の似たような埋め立て地の事例として夢の島がある。1964 年に
埋め立てが完了し、それから約６０年経った現在、ゴミの島には豊かな
森ができ、　観光地として生まれ変わった。1964 年の第一回東京オリン
ピック•パラリンピックから約 60 年が経つ 2020 年に第二回目のオリン
ピックが東京で開催されようとしている。2080 年に中央防波堤地区に
オリンピックを誘致する。

オリンピズムの「平和」の理念と、天皇の平和の理念を掛け合わせるこ
とで平和のメッセージの発信力を強化する。また、在位されていた時代
と重なっている。平和を願い公務に務めた象徴である平成天皇を奉る空
間を創出する。中央防波堤地区は皇居に向かってまっすぐ位置している。
そこで皇居に向かって軸線を一本取る。さらに崩御後、お眠りになられ
る武蔵野御陵にもう一つの軸線を取ることで天皇を奉るのにふさわしい
空間になると考えた。

1. ゴミの最終処分場。東京都島が排出したゴミを埋め立てることででき
　  た人口の島
2. 南北に 5000m、東西に 3000mという広大な土地でる。
3. 洋上に浮かんでおり、都心が一望でき、眺望性に優れている。また都
　  心部から目立つ存在である。

1. 埋め立て地の機能が転換していく。
2. 緑が醸成され森が出来る。
3. オリンピック•パラリンピックが開催される。

summer studio
で得たこと

・都市の中で恒久的に緑地を保全する
・対象地の形成経緯と時代の象徴する
・オリンピズムをより強化する

皇居

武蔵野陵

オリンピズム 天皇の平和

川原嬉生
Yoshio Kawahara

東京農業大学
造園家学科 B３

「ランドスケープ的考え方」 「違う畑の人に伝えるスキル」 「頭にある考えを視覚的に表す力」 「分野を超え共に作り出す力」 「広い視野をもって物事を見ること」 「実験的思考の場から実践の場へ」 「学生がデザインに携わる仕事を選択 
  するきっかけになることを願います」

三島らすな
Rasuna Mishima

明治大学政治経済学部
政治学科 B3

佐藤雄斗
Yuto Satou

東海大学
観光学部 B３

鈴木理央
Rio Suzuki

立教大学
観光学科 B3

三玉璃紗
Risa Mitama

日本大学
植物資源科学科 B3 

岸孝
Takashi Kishi

( 株 ) プレイスメディア ( 株 ) プレイスメディア

小林祐太
Yuta Kobayashi
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Planning area
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E team

D team

B team
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Design：COTONA Inc.

矢野 香澄

伊藤 健

奥山 英実

羽賀 拓人

観光学部観光学科3年鈴木 理央 

落合 みずほ 

堤 裕哉
神沢 学
岩瀬 晃
横山 俊輔
川原 嬉生

新妻 敬弥
佐藤 雄斗

藤井 彩乃
三島 らすな
大林 らら

小松 勁太

STUDENTS

TUTORS

GUESTS

吉田 葵 フリーランス

向山 雅之（株）竹中工務店

高 沖哉 ( 株 ) ヒュマス

大木 一 （株）オットー・デザイン

竹山 奈美（株）日建設計

杉山 茂樹（株）日建設計

井野 貴文 ( 株 ) グラック

小澤 亮太 ( 株 ) フィールドフォー・デザインオフィス

岸 孝 ( 株 ) プレイスメディア

小林 祐太 ( 株 ) プレイスメディア

斎藤 香澄
中村 葵
笠原 健瑚
川﨑 萌
中島 一慶
高橋 沙希
杉田 真子
内田 敬基
大山 純平
齋藤 奈那
三玉 璃紗

林瑞 恵
東京都港湾局 臨海開発部 海上公園課 課長代理
(オリンピック・パラリンピック海上公園計画担当 )

町田 誠
国土交通省都市局公園緑地・景観課 緑地環境室長

和田 浩一 
JOA 理事、フェリス女学院大学国際交流学部国際交流学科 教授

田中 伸彦  
東海大学観光学部観光学科 教授 、関東支部長 

南後 由和
明治大学情報コミュニケーション学部専任講師

泉山 塁威 
明治大学理工学部建築学科助教

山田 順之 
鹿島建設株式会社環境本部 グリーンインフラグループ長

吉村 純一
多摩美術大学美術学部環境デザイン学科教授
プレイスメディアパートナー

高橋 靖一郎
LPD、関東支部運営委員

理工学部都市環境学科4年

観光学部観光学科2年

観光学部観光学科3年

政治経済学部政治学科3年

農学部農学科 3年

政治経済学部 地域行政学科 2 年

地域環境科学部造園科学科3年

〃

〃

〃

〃

美術学部環境デザイン学科3年

〃

園芸学部緑地環境学科2年

理工学研究科建築学専攻M1

生物資源科学部植物資源科学科3年

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

工学部建築学科4年

【多摩美術大学】

【千葉大学】

【中央大学】

【東海大学】
【東京理科大学】

【日本大学】【明治大学】

【東京農業大学】

【立教大学】

【芝浦工業大学】
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学生デザインワークショップ企画・運営委員

レポート学生編集委員
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川原嬉生 ( 編集長 )・藤井彩乃 ( 副編集長 )・高橋沙希 ( 副編集長 )・落合みずほ・
斎藤香澄・川﨑萌・岩瀬晃・横山俊輔・新妻敬弥・齋藤奈那・三玉璃紗

向山雅之（株式会社竹中工務店）・阿部伸太（東京農業大学）・高沖哉（株式会社ヒュ
マス）・大木一（株式会社オットー・デザイン）・井野貴文（株式会社グラック）
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